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第１章 環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

 

１．環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

   「環境影響評価法」第 16条の規定に基づき，当社は環境の保全の見地からの意見を求めるた

め，環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）を作成した旨及びその他事項を公告し，

公告の日から起算して１月間，準備書及び要約書を縦覧に供するとともに，インターネットの

利用により公表した。 

 

（1）公告の日 

平成 26年 5月 8日（木） 

 

（2）公告の方法 

  ① 日刊新聞紙による公告 

平成 26年 5月 8日（木）付けで，以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。         

（別紙１ 参照） 

・神 戸 新 聞 （朝刊 29面，播但・丹三版） 

・朝 日 新 聞 （朝刊 31面，播磨版） 

・読 売 新 聞 （朝刊 31面，播磨版） 

・毎 日 新 聞 （朝刊 22面，播磨姫路版） 

・産 経 新 聞 （朝刊 22面，播州版） 

・日本経済新聞（朝刊 43面，大阪本社版） 

② お知らせの掲載 

上記の公告に加え，次の「お知らせ」を掲載した。 

ａ．自治体の広報誌への掲載  （別紙２ 参照） 

・広報たかさご（No.830 平成 26年 5月号）P.27 

・広報かこがわ（No.886 平成 26年 5月号）P.13 

ｂ．自治体及び当社ホームページへの掲載  （別紙３-１～３-４ 参照） 

・兵庫県ホームページに平成 26年 5月  8日（木）から掲載 

・高砂市ホームページに平成 26年 5月 15日（木）から掲載 

・加古川市ホームページに平成 26年 5月 15日（木）から掲載 

・当社ホームページに平成 26年 5月  8日（木）から掲載 

 

（3）縦覧場所 

自治体庁舎等２箇所，当社事業所１箇所の計３箇所にて縦覧を実施した。また，インター

ネットの利用により，当社ホームページで公表した。 

① 自治体庁舎等 

・高砂市役所本庁舎  （高砂市荒井町千鳥１丁目１番１号） 

・加古川市立勤労会館 （加古川市野口町良野１７３９番地） 

② 当社事業所 

・当社高砂工場社員クラブ （高砂市荒井町新浜２丁目７番３１号） 

③ 当社ホームページでの公表 

・当社ホームページに平成 26年 5月 8日（木）から掲載  （別紙４ 参照） 

（http://www.mhps.com/notice/notice_20140508_02.html） 
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（4）縦覧期間 

縦覧期間及び縦覧時間は以下のとおりとした。 

 

縦覧場所 縦覧期間 縦覧時間 

高砂市役所本庁舎 

平成 26 年 5 月 8 日（木）から 

平成 26 年 6 月 7 日（土）まで 

土・日曜日 

除く 午前９時から 

午後５時まで 

加古川市立勤労会館 

当社高砂工場社員クラブ 
土・日曜日 

含む 

当社ホームページ 

（ウェブサイト） 

平成 26 年 5 月 8 日（木）から 

平成 26 年 6 月 21 日（土）まで 
－ 常時アクセス可能 

インターネットの利用による公表については，縦覧期間終了後も平成 26年 6月 21日（土）

まで閲覧可能とし，兵庫県，高砂市及び加古川市の各ホームページからも当社ホームページ

にリンクすることにより準備書及び要約書を参照可能とした。（別紙３-１～３-３ 参照） 

 

（5）縦覧者数 

① 縦覧者名簿記載者数    総数 57名 

（内訳） 

・高砂市役所本庁舎      36名 

・加古川市立勤労会館     16名 

・当社高砂工場社員クラブ   5名 

② 当社ホームページ（準備書を公表したウェブサイト）へのアクセス数  1,051回 

 

 

２．環境影響評価準備書についての説明会の開催 

   「環境影響評価法」第 17条の規定に基づき，準備書の記載事項を周知するための説明会を開

催した。説明会は，対象事業実施区域の存する高砂市と隣接する加古川市で開催し，説明会の

開催の公告は，準備書の縦覧等に関する公告（お知らせ）と同時に行った。 

 

（1）開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時，開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

 

開催日時 開催場所 来場者数 

平成 26年 5月 16日（金） 

18：30～20：05 

高砂市福祉保健センター 中ホール 

（高砂市高砂町朝日町１丁目２番１号） 
30名 

平成 26年 5月 19日（月） 

18：30～20：00 

加古川市立勤労会館 301会議室 

（加古川市野口町良野１７３９番地） 
18名 
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３．環境影響評価準備書についての意見の把握 

   「環境影響評価法」第 18条の規定に基づき，環境の保全の見地からの意見を有する者の意見

書の提出を受け付けた。 

 

（1）意見書の提出期間 

平成 26年 5月 8日（木）から平成 26年 6月 21日（土）まで 

（縦覧期間及びその後２週間とし，郵送の受付は当日消印有効とした。） 

 

（2）意見書の提出方法  （別紙５ 参照） 

① 当社への郵送による書面の提出 

② 縦覧場所に備え付けた意見書箱への投函 

③ 説明会の会場の意見書箱への投函 

 

（3）意見書の提出状況 

意見書の提出は２通，意見総数は８件であった。 
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別紙１ 

日刊新聞紙に掲載した公告 

（神戸新聞，朝日新聞，読売新聞，毎日新聞，産経新聞，日本経済新聞） 

お 知 ら せ  

環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ き 、 「 三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 高 砂 工  

場 実 証 設 備 複 合 サ イ ク ル 発 電 所 更 新 計 画 に 係 る 環 境 影 響 評  

価 準 備 書 」 を 作 成 し ま し た の で 、 次 の と お り 公 告 い た し ま す 。  

     平 成 二 十 六 年 五 月 八 日 

三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 株 式 会 社 

取 締 役 社 長 西 澤 隆 人  
【 事 業 者 の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 】 

名 称 三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 株 式 会 社  
代 表 者 取 締 役 社 長 西 澤 隆 人 

所 在 地 神 奈 川 県 横 浜 市 西 区 み な と み ら い 三 丁 目 三 番 一 号  

【 対 象 事 業 の 名 称 、 種 類 及 び 規 模 】 

名 称 三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 高 砂 工 場 実 証 設 備 複  

合 サ イ ク ル 発 電 所 更 新 計 画  

種 類 ガ ス タ ー ビ ン 及 び 汽 力 （ コ ン バ イ ン ド サ イ ク ル 発 電 方 式 ） 

規 模 出 力 約 五 一 万 八 千 キ ロ ワ ッ ト 

【 対 象 事 業 が 実 施 さ れ る べ き 区 域 】 

高 砂 市 荒 井 町 新 浜 二 丁 目 一 番 一 号 

【 対 象 事 業 に 係 る 環 境 影 響 を 受 け る 範 囲 で あ る と 認 め ら れ る 地 域 の 範 囲 】 

     兵 庫 県 高 砂 市 及 び 加 古 川 市  

【 環 境 影 響 評 価 方 法 書 の 縦 覧 】 

一 、 縦 覧 場 所 

・ 高 砂 市 役 所 本 庁 舎 （ 高 砂 市 荒 井 町 千 鳥 一 丁 目 一 番 一 号 ）  

・ 加 古 川 市 立 勤 労 会 館 （ 加 古 川 市 野 口 町 良 野 一 七 三 九 番 地 ）  

・ 三 菱 日 立 パ ワ ー シ シ ス テ ム ズ 高 砂 工 場 正 門 前 社 員 ク ラ ブ  

( 高 砂 市 荒 井 町 新 浜 二 丁 目 七 番 三 一 号 ）  

二 、 縦 覧 期 間 

平 成 二 十 六 年 五 月 八 日 （ 木 ） か ら 平 成 二 十 六 年 六 月 七 日  

（ 土 ） ま で （ 土 曜 日 ・ 日 曜 日 は 除 き ま す ）  

な お 、 社 員 ク ラ ブ で は 土 ・ 日 曜 日 も 閲 覧 可 。  

三 、 縦 覧 時 間 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま で  

四 、 意 見 書 の 提 出 

環 境 の 保 全 の 見 地 か ら ご 意 見 を お 持 ち の 方 は 、 書 面 に  

て お 寄 せ 下 さ い 。  

五 、 意 見 書 の 記 載 事 項 

・ 氏 名 及 び 住 所  

（ 法 人 そ の 他 団 体 に あ っ て は 、 名 称 、 代 表 者 氏 名 、 所 在 地 ）  

・ 意 見 書 の 提 出 の 対 象 で あ る 準 備 書 の 名 称  

・ 準 備 書 に つ い て の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見  

（ 日 本 語 に よ り 、 意 見 の 理 由 を 含 め て ご 記 載 く だ さ い ）  

六 、 意 見 書 の 提 出 期 限 

平 成 二 十 六 年 六 月 二 一 日 （ 土 ） ま で （ 当 日 消 印 有 効 ）  

七 、 意 見 書 の 提 出 先 

〒 六 七 六 ‐ 八 六 八 六 高 砂 市 荒 井 町 新 浜 二 丁 目 一 番 一 号  

三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 株 式 会 社 高 砂 工 場  総 務 課 宛  

八 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 縦 覧 

三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ の ウ ェ ブ サ イ ト で は 、 平 成 二 十  

六 年 五 月 八 日 （ 木 ） か ら 平 成 二 十 六 年 六 月 二 十 一 日 （ 土 ）  

ま で 環 境 影 響 評 価 準 備 書 を ご 覧 い た だ け ま す 。  

【 説 明 会 の ご 案 内 】 

      ( 高 砂) 日 時 平 成 二 十 六 年 五 月 十 六 日 （ 金 ）  

午 後 六 時 三 〇 分 ～ 午 後 八 時 三 〇 分 

         場 所 高 砂 市 福 祉 保 健 セ ン タ ー  

（ 高 砂 市 高 砂 町 朝 日 町 一 丁 目 二 番 一 号 ）  

    ( 加 古 川) 日 時 平 成 二 十 六 年 五 月 十 九 日 （ 月 ）  

午 後 六 時 三 〇 分 ～ 午 後 八 時 三 〇 分 

場 所 加 古 川 市 立 勤 労 会 館  

( 加 古 川 市 野 口 町 良 野 一 七 三 九 番 地 ）  

（ お 問 い 合 わ せ 先 ）  

    三 菱 日 立 パ ワ ー シ ス テ ム ズ 株 式 会 社 高 砂 工 場 総 務 課  

電 話 〇 七 九 ‐ 四 四 五 ‐ 六 一 二 三 
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別紙２ 

自治体広報誌への掲載 

 

 

 

 

 

 

 

  

広報たかさご（Ｎｏ．８３０ 平成２６年５月号）Ｐ．２７ 

広報かこがわ（Ｎｏ．８８６ 平成２６年５月号）Ｐ．１３ 
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別紙３-１ 

兵庫県のホームページに掲載したお知らせ 

 

○ 平成 26年 5月 8日（木）から掲載 
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別紙３-２ 

高砂市のホームページに掲載したお知らせ 

 

○ 平成 26年 5月 15日（木）から掲載 
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別紙３-３ 

加古川市のホームページに掲載したお知らせ 

 

○ 平成 26年 5月 15日（木）から掲載 
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別紙３-４ 

当社ホームページに掲載したお知らせ 

○ 平成 26年 5月 8日（木）から掲載 

 

 

高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書の縦覧及び説明
会について 

2014年 5 月 8日 発行 
 

三菱日立パワーシステムズ（MHPS）は、平成 26年 5月 7日、「高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書」を経済産業大臣に届出るととも 

に、兵庫県知事、高砂市長、加古川市長宛てに送付しました。今回届け出た準備書について、環境影響評価法に基づき、縦覧を行うとともに、説明会を開催いたしますのでお知 

らせします。 

準備書の縦覧について 

1．日時：平成 26年 5月 8日（木曜日）～6月 7日（土曜日） 午前 9時～午後 5時 

2．場所： 

（1）三菱日立パワーシステムズ株式会社高砂工場正門前 社員クラブ（土曜日・日曜日含む） 

（2）高砂市役所本庁舎 1階市民室（平日のみ） 

（3）加古川市勤労会館 2階（平日のみ） 

3．インターネットによる縦覧：準備書について、以下のリンク先より、平成 26年 6月 21日までの間、何時でもご覧になれます。 

≫ 高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書 

意見書の提出について 

準備書について、環境の保全の見地からご意見をお持ちの方は、下記の事項を記載の上、各縦覧場所に備え付けの意見箱に投函されるか、三菱日立パワーシステムズ宛 

てに送付ください。なお、説明会当日、会場に設置された意見箱へも投函できます。 

 

１．記載事項： 

（1）氏名及び住所（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地） 

（2）意見書の提出の対象である準備書の名称 

（3）準備書についての環境保全の見地からの意見（日本語により、意見の理由を含め記載してください。） 

≫ （添付）三菱日立パワーシステムズ高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書に対する意見書用紙 （PDF/14KB）   

２．送付先：〒676-8686 兵庫県高砂市荒井町新浜二丁目 1番 1号 三菱日立パワーシステムズ株式会社高砂工場 総務課 宛 

３．提出期限：平成 26年 6月 21日（土曜日）まで（当日消印有効） 

説明会の開催について 

以下の 2会場にて、準備書についての説明会を開催します。 

高砂市 

１．日時：平成 26年 5月 16日（金曜日） 18 時 30分開始 

２．場所：高砂市福祉保健センター 中ホールにて 

加古川市 

１．日時：平成 26年 5月 19日（月曜日） 18 時 30分開始 

２．場所：加古川市勤労会館 3階にて 

お問い合わせ窓口 

三菱日立パワーシステムズ株式会社 高砂工場 総務課 

〒676-8686 兵庫県高砂市荒井町新浜二丁目 1番 1号 

電話：079-445-6123（ダイヤルイン） FAX：079-445-9918 （お問い合わせ内容により、担当部署から回答いたします） 

AdobeReaderのダウンロード 

PDF ファイルをご覧いただくには、アドビシステムズ社が配布している Adobe Reader（無償）が必要です。Adobe Reader をインストールする 

ことにより、PDF ファイルの閲覧・印刷などが可能になります。 

Adobe、Adobe ロゴ、Reader は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標で 

す。  

 

   

 

 

http://www.mhps.com/notice/notice_20140508_02.html
http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html
http://www.mhps.com/notice/pdf/opinionpaper.pdf
http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html
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別紙４ 

当社ホームページでの準備書公表ウェブサイト 

 

○ 平成 26年 5月 8日（木）から掲載 

 

高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書 

2014年 5月 8日 発行 

ファイルのダウンロード及び印刷は、「環境影響評価準備書のあらまし」のみに限らせていただきます。環境影響評価準備書及び、環境影響評価準備書〔要約書〕については、三菱 

日立パワーシステムズの書面による事前承諾無しに複製、転送、頒布することはお控えください。 

≫ 環境影響評価準備書  

≫第 1章 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 （PDF/65KB）  

≫第 2章 対象事業の目的及び内容 （PDF/7.6MB）  

≫第 3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況 （PDF/15.7MB）  

≫第 4章 方法書についての意見と事業者の見解 （PDF/168KB）  

≫第 5章 方法書に対する経済産業大臣の勧告 （PDF/253KB）  

≫第 6章 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法 （PDF/3.5MB）  

≫第 7章 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法についての経済産業大臣の助言 （PDF/57KB）  

≫第 8章 環境影響評価の結果  

≫8.1章 調査結果の概要並びに予測及び評価の結果  

≫8.1.1章 大気環境 （PDF/9.8MB）  

≫8.1.2章 水環境 （PDF/977KB）  

≫8.1.3章 動物 （PDF/2.0MB）  

≫8.1.4章 植物 （PDF/1.2MB）  

≫8.1.5章 景観 （PDF/3.0MB）  

≫8.1.6章 人と自然との触れ合いの活動の場 （PDF/967KB）  

≫8.1.7章 廃棄物等 （PDF/124 KB）  

≫8.1.8章 温室効果ガス等 （PDF/591KB）  

≫8.2章 環境の保全のための措置 （PDF/1.2MB）  

≫8.3章 事後調査 （PDF/139KB）  

≫8.4章 環境影響の総合的な評価 （PDF/442KB）  

≫第 9章 環境影響評価を委託した事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地（PDF/97KB）  

≫ 環境影響評価準備書〔要約書〕 （PDF/9.9MB）  

≫ 環境影響評価準備書のあらまし （PDF/5.2MB）  

≫ 高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画に係る環境影響評価準備書の縦覧及び説明会について 

AdobeReaderのダウンロード 

PDF ファイルをご覧いただくには、アドビシステムズ社が配布している Adobe Reader（無償）が必要です。Adobe Reader をインストールする 

ことにより、PDF ファイルの閲覧・印刷などが可能になります。 

Adobe、Adobe ロゴ、Reader は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標で 

す。  

 
 

 

 

 

http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter1.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter2.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter3.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter4.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter5.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter6.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter7.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_1.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_2.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_3.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_4.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_5.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_6.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_7.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_1_8.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_2.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_3.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter8_4.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_chapter9.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_summary.pdf
http://www.mhps.com/notice/pdf/manual_abstract.pdf
http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html
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別紙５ 

意見書の様式 

 

  
整理番号             

 
三菱日立パワーシステムズ高砂工場実証設備複合サイクル発電所更新計画 

に係る環境影響評価準備書に対する意見書 
平成  年  月  日 

〒      - 

ご住所  

（ふりがな）  

ご氏名  

  

連絡先  

※環境影響評価法施行規則第 12 条の規定により、氏名及び住所（法人その

他の団体にあってはその名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）を

必ずご記入願います。 

 

環境影響評価法第 18条の規定に基づき、環境の保全の見地から、次のとおり意見を提出する。 

意見の項目 意見の内容及びその理由 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

意見の項目の例 

事業計画、環境全般、大気質、騒音・振動、水環境、動物・植物、景観、人と自然との触れ合いの活動の場、廃棄物、その他 

 
【備考】 

1．この用紙にご記入いただきました情報は、個人情報保護の観点から適切に取り扱い致します。なお、ご記入いただいたご意見の内容に限っ

ては、公表する可能性がありますので予めご了承ください。 

2．意見書送付先 ： 

    〒676-8686 兵庫県高砂市荒井町新浜 2 丁目 1番 1 号 三菱日立パワーシステムズ株式会社高砂工場 総務課 宛 

3．ご意見の受付は、平成 26 年 6月 21 日（土）までとさせて頂きます（郵送の場合は、当日消印有効）。 

4．本紙にご意見が記載しきれない場合、裏面（継続用）をご使用ください。 
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第２章 環境影響評価準備書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要と     

これに対する当社の見解 

 

「環境影響評価法」第 18条第１項の規定に基づいて，当社に対して意見書の提出により

述べられた環境の保全の見地からの意見は８件であった。 

「環境影響評価法」第 19条の規定に基づく，準備書についての意見の概要並びにこれに

対する当社の見解は，次のとおりである。なお，提出された意見については，原文どおり記

載した。 
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環境影響評価準備書について述べられた意見の概要と当社の見解 

 

１．環境全般 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 1,650℃級次世代ガスタービンを開発する

ことによる環境保護への効果について，環境

項目ごとに教えて下さい。また，貴社の考え

る火力発電の将来展望について教えて下さ

い。 

環境保護への効果については，次世代ガス

タービンを開発することによって，効率が向

上し，発電電力量当たりのＣＯ２排出量が現

状より削減されます。 

その他の環境項目については，プラント全

体の仕様や機器構成の影響を受けることか

ら，一概に環境項目ごとに環境保護への効果

を記載することは困難です。 

 火力発電の将来展望に関しては，現状より

もさらに進化した，クリーンで高効率な火力

発電設備が広く導入されることにより，産業

と生活の基盤としての電力供給と環境保全

の両立が図られるものと考えております。 

2 平成９年から運転開始している既設の実証

設備に係る経年の公害苦情件数，その内容と

対応状況について教えて下さい。また，これ

ら蓄積された知見は，第２号発電設備にどの

ように活かされるのか教えて下さい。 

これまで，既設の実証設備に係る公害苦情

は受けたことがありません。従いまして，苦

情に対応したこともありません。 

なお，これまでの長年の実証設備の運転を

通じて蓄積された，適切な設備の維持管理な

ど，公害防止につながるノウハウについて

は，第２号発電設備に引き継いでまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 14 - 

 

２．騒音・振動 

No. 意見の概要 当社の見解 

3 環境１地点の夜間は環境基準値と同じで

す。風向等の気象条件によっては，超過の可

能性もあります。敷地境界のみならず，この

ような地点でも環境監視が必要ではないで

しょうか。 

 既設の実証設備の運転に伴い，これまで，

周辺地域で騒音が問題となった事はなく，更

新設備を計画するに際しても，防音壁の設置

など，種々の騒音対策を織り込んでいます。

また，予測に際しては，環境影響評価で通常

用いられている手法を用いており，評価結果

は適切であると考えております。 

なお，施設稼働後も敷地境界の５ケ所にお

いて，継続して定期的に騒音計測を行い，騒

音値の監視を行ってまいります。この中には

環境１地点に近い敷地境界での騒音計測も

含まれております。 

また，将来万が一，住民の皆様から騒音に

関する苦情等があった場合には，地元自治体

と協議の上適切に対応してまいります。 

 

３．動物・植物 

No. 意見の概要 当社の見解 

4 ミサゴについて，育雛期の前の造巣期・抱

卵期の方が影響は大きいものと考えられます

が，その時期には飛翔が確認されています。

また確認図（第 8.1.3-3図(2)）からも，周辺

での生息は明らかです。少なくとも繁殖時期

においては，工事や施設供用を停止するなど

の対応を講じる必要があるのではないでしょ

うか。 

また，それらについて，環境監視が必要な

のではないでしょうか。 

ミサゴについては，準備書（p657，658，

660，665）に記載していますとおり，繁殖期

の定点調査により繁殖行動や営巣地は確認

されなかったことから，工事の実施及び施設

の存在による繁殖地への影響はほとんどな

いものと予測しております。 

しかしながら，ご意見を踏まえ，工事中に

ミサゴの営巣の有無を確認するための環境

監視を行うとともに，万が一ミサゴの営巣を

確認し，工事によりその繁殖に影響を及ぼす

可能性がある場合には，専門家等の指導・助

言を得ながら，速やかに所要の対策を講じる

こととします。 

なお，上記については、その旨を評価書（環

境保全措置に係る環境監視計画）に記載しま

す。 
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４．廃棄物 

No. 意見の概要 当社の見解 

5 P.30（要約書）に紙くずの処理方法として，

「…産業廃棄物処理会社に委託して処理」と

ありますが，事業活動に伴って生じる紙くず

は一般廃棄物であり，産業廃棄物処理業者に

処理を依頼することは，適法といえないので

はないでしょうか。 

 要約書（p30）に記載している産業廃棄物

業者に処理を委託する紙くずは，施設稼働後

も毎年実施予定の定期検査工事（春季・秋季

に実施予定）における，設備の開放，点検，

改修，取替等に伴って発生するごみや泥等が

付着した紙くずであり，「廃棄物の処理及び

清掃に関する法律」の定義にて産業廃棄物に

当るもののみを記載しています。 

 

５．その他 

No. 意見の概要 当社の見解 

6 より広く一般の人から意見を受けつけるた

め，インターネットを利用した，住民意見の

提出も可能にすべきではないか。 

これまで，意見書については，原則として

書面での提出とされてきましたが，近年，イ

ンターネットを利用した意見書の提出が導

入され始めていることから，今後の参考とさ

せて頂きます。 

7 インターネットでは，あらましのみ印刷で

きるのですが，国土地理院の地図等が著作権

法上，印刷可能とすることが難しいことは分

かりますが，その他の部分まで印刷を認めな

いとする法的理由はないと思います。利便性

向上のためにも，印刷設定の変更をお願いし

ます。 

インターネット上に公表される情報は，複

製や加工が容易であるため，公表に際して

は，著作権や知的財産に関する問題が生じな

いように配慮が必要と考えております。 

そのため，準備書及び要約書のインター

ネットを利用した公表に際しては，当社ウェ

ブサイトにて，「書面による事前承諾無しに

複製，転送，頒布することはお控えくださ

い。」と記載するとともに，ファイルの印刷

ができないような措置とさせて頂きました。 

 

8 発電する電力が売電されるのかは分かりま

せんが，電力業界全体のＣＯ２排出量を管理す

るための枠組の構築に向けてどのように貢献

され，また，どのように関与されていくのか，

教えて下さい。 

実証設備の運転に伴い発生する電力の供

給先は現段階では決まっておらず，供給先に

おいて，ＣＯ２排出量の削減にどのように関

わっていくかは現段階では分かりません。 

しかしながら，更新後の設備は，効率の向

上により，発電電力量当たりのＣＯ２排出量

は，火力発電設備として極めて低い値に抑え

られており，ＣＯ２排出量の削減に寄与でき

るものと考えております。 

 

 


